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皿　植生調査の目的と方法

　本調査・研究は，一般廃棄物処分場建設により予想される周辺環境への影響を，植物群落の動

態，生育状態の測定，観察を通して評価しようとするものである。すなわち，特定の位置に永久

観察方形区：を設置し，定期的な継続調査をおこなう。それによって観察される植物群落の動態・

変化は，陸上の自然環境の要として，立地条件，気象的要因，人為的影響などさまざまな環境条

件が与えている影響を反映しており，生物の側からの総合的評価である。

1。　植生による環境影響評価

　自然環境を構成する要因は，大別して非訟物的要因と生物的要因とにわけられる。様々な環境

因子が互いに影響しあいながら，たえず動的に働き生態系を形成している。非生物的要因として

は，気温，降水量，風などの気候因子，地形，地質，土壌などの各環境因子があげられる。生物

的要因としては，個々の植物から構成される生産者としての植生，消費者としての昆虫や小動物，

あるいは大形動物や人間，分解（還元）者としての土壌動物や微生物があげられる。

　自然環境の中において，植生は多様な環境条件によって規調されて生育しており，環境条件お

よびその変化を忠実に反映する。また，移動能力のない植物は，環境変化の影響を直接受ける。

したがって，個々の植物の集合体である植物群落は，環境変化の時間の経過に伴う総和の結果，

その種組成，構造に変化を生じさせている。Major（1974）は時間の経過に伴う植物群落の動態

を次のように区分している。

　　　　　　　　　　　　Tab．1植物群落の動態（Malor　1974）

　　　　　　　　　Absetzungsnorm無r　Dynamik　der　Pflanzengesellschaften

醐駅響 動 二

日 酬繊種の綱体別日別・ズ・

季 酬開花・嫉など齪の種（個体）・購蛸段階湘観の変化にともな・燗性の変化

年 列渤群落の鮒成講造の動態講雌の張に伴・時化

約　4　年　　動物の変化，食料資源の変化に伴った小規模な変化

約・・剣気門化に目附・生齢種子生産旧観などの変化

・・一・・年｛轍の繰・伴・た植生の隙変化

約…剰働購の懲・伴・三態
…一…剣槻模な進化の発生，自然環境の変化

約・…年陣物相の変化

ある一定の地域に生育している植生を，継続的に把握してゆくことによって，その植生を支え
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る自然環境あるいは人為的影響も含めた環環の総合的動態評価が可能である。

　2．　永久方形区

　植生によって環境影響評価を行なうためには，対象植生やその構成種群の組成，被度，配分，

構造などが，季節的，年次的にどのような消長，変化を示すかを厳密に測定する必要がある。具

体的には，永久方形区の設定と経年的なデータの集積を必要とする。現時点では計4ケ所に永久

方形区が設定されている。

　3．植生調査

　永久方形区（永久植生調査枠）の地点設定は，調査対象地内に生育する代表的植分について，

：方形区として十分な広さを有し，ほぼ均質と判定される立地上に均一の相観をもつ植分が選定さ

れた。

　各方形区の植生調査は，三）階層の区分，2）階層毎の種のリストの作成，3）被度・群度の

判定，4）活力度の半漁，5）枠内および周辺環境の調査，6）その他，について資料の収集が

行なわれた。

　1）階層の区分

　植物群落には階層構造が認められる。シバ群落などの草本植生では草：本層のみから成る単層構

造であるが，森林植生では，高木第1層；B1，高木第2層；B2，低木層；S，草本屡；K，

の4階層に分けられるのが一般的である。面素の調査対象である植林の場合には，枝打ちや下草

刈りの管理が行なわれるため高木第2層を欠く3層構造の場合が多い。

高木第1層
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　　　　　　　Fig．5　群落構造模式（森林植生）

Schemat三sche　Darstellung　der　Gese】1schaftschichtung（Wald－Vegetation）
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　　　　　　　　　　　　　F玉g．6　被度（総合優占度）配分模式

　　　　　　　　　　　　Schema　der　Verteilung　der　Art皿achtigkeit．

　2）　種のリスト作成

　調査区内に生育している種を，階層別に全てリスト・アップする。

　3）　輝度・群度の測定

　被度は，調査区内でそれぞれの種個体がどのくらいの面積で覆っているかという量的な測度で

ある。本報では，Br徳nB1紐quet（1964）の全推定法による一度が用いられている。

　群度は，調査区内に個々の種個体がどのように配分されて生育しているかという質的な測度で

ある。

　　i．　憎憎β苫級　（Fig．6）

　5：

　4：

　3：

　2：

　1：

十：

　r：

i圭．

　5：

植被が調査面積の3／4以上を占めている。

二二が調査面積の1／2～3／4を占めている。

植被が調査面積の1／4～1／2を占めている。

きわめて個体数が多いか，または少なくとも調査面積の1／10～1／4を占めている。

個体数が多いが，植被は1／20以下。また，被度が1／10以下で個体数が少ないもの。

きわめて低い被度で，わずかな個体差。

きわめて稀。

群度階級（Fig．7）

　ある種が調査区内にカーペット状に生育している。
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　　　　　　　　　　　　　F王g．7丁度配分模式
　　　　　　　　　　Schema　der　Verte玉lung　der　Sozエablllat

　　　4：大きな斑紋状。カーペットのあちこちに穴があいているような状態。

　　　3’小群の斑紋状。

　　　2：小群状。

　　　1●単三。　（被度が＋またはrのときには省略される）。

　4）　活力度（生活力）の判定

　ある植物の調査区内での生活状態をあらわすには次の符合が用いられる。

　　　●：とくによく発達し，種の生活環を完全にくり返す種（個体）。

　　　○：生活が不完全な個体を有する種。

　　○○：柚死が目立つ種（個体）。

　5）　枠内および周辺環境の調査

　調査枠が受ける受光：量，風など微気象的な変化，枠内への人間や動物の立ち入による林床の撹

乱があったかどうか，あるいは最近，隣接群落や周辺域が伐採，造成などを受けているかなど，

急激な環境の変化を観察する。

　6）　その他

　調査年月日，調査地，海抜，方位・傾斜，調査面積，地形，土壌など，植生に関する事項を記

載する。
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　4．　植物相調査

　植生調査と並行して，調査区内の植物的自然を明確にするために，植物相の調査が行なわれた。

調査区に生育するシダ植物以上の維管束植物を対象として，植物目録が作製された。

　5．　調査期悶

　過去3か年にわたる植物動態調査は，以下の日程で行なわれた。

　第1次調査　1984年5月26日

　第2次調査　1984年10月16日

　第3次調査　1985年3，月7日

　第4次調査　1985年5月22日

　第5次調査　1985年12月1日

　第6次調査　1986年10月2日

　第7次調査　1987年3月1媚


